
    Ｗｅｂビューの作成方法 

WebWebWebWebビュービュービュービューとはとはとはとは、、、、ＩＰＩＰＩＰＩＰアドレスアドレスアドレスアドレスがががが存在存在存在存在しているしているしているしているページページページページ（ｈｔｍｌ（ｈｔｍｌ（ｈｔｍｌ（ｈｔｍｌファイルファイルファイルファイル））））をををを    
表示表示表示表示するするするする機能機能機能機能ですですですです。。。。    
    

 
Web ビューの作成をする場合、以下の手順で行ってください。 

 
＊Webページの設定／変更。 
 

  ＊指定した条件による、Webページの切替。（条件により指定の IPアドレスへ移動する） 
 
 
 
 
＜例：Webページ＞ 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
手順手順手順手順１１１１．．．．アドレスアドレスアドレスアドレスのののの設定設定設定設定    （Ｗｅｂ（Ｗｅｂ（Ｗｅｂ（Ｗｅｂページページページページののののアドレスアドレスアドレスアドレス設定設定設定設定／／／／変更変更変更変更））））    
    
手順手順手順手順２２２２．．．．移動条件移動条件移動条件移動条件のののの設定設定設定設定    （（（（指定条件指定条件指定条件指定条件によるによるによるによる、、、、““““アドレスアドレスアドレスアドレスのののの移動移動移動移動””””））））    
    
    



WebWebWebWebビュービュービュービューのののの作成手順作成手順作成手順作成手順    
        
  １．Webビューを作成するには、「Webビュー」のアプリケーションを立ち上げます。 
   デスクトップにある、Ｂｒａｖｏのフォルダをダブルクリックし、 

 をダブルクリックすると、アプリケーションが開きます。 

   
   
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「Webビュー」：アプリケーションの立ち上げ完了。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
１１１１．．．．アドレスアドレスアドレスアドレスのののの設定設定設定設定    （（（（WebWebWebWebページページページページののののアドレスアドレスアドレスアドレス設定設定設定設定／／／／変更変更変更変更））））    
１．Webページのアドレスを設定します。 

 メニューの「アドレス設定」をクリックします。アドレス設定の 

ウィンドウが表示されます。 
“ホーム：”に、切替先Webページのアドレスを入力します。 
“移動条件”は、  を選択し、  をクリックします。 
 （実行）すると、指定のアドレスが割付られているWebページへ切替ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
    
    
    
    
２２２２．．．．移動条件移動条件移動条件移動条件のののの設定設定設定設定    （（（（指定条件指定条件指定条件指定条件によるによるによるによる、、、、““““アドレスアドレスアドレスアドレスのののの移動移動移動移動””””））））    

 メニューの「アドレス設定」をクリックします。アドレス設定の 

ウィンドウが表示されます。 
 をクリックします。“条件”、“アドレス”の設定をします。 

 をクリックし、 （実行）します。条件成立時、指定アドレス先へ 
切替ります。また、条件不成立時は、“ホーム”で設定されている 
アドレス先へ切替ります。 

 

 
       

１．アドレスを入力します。

2．  をクリックします。



 

ここでは、“条件”：#0.b==1（Bravo内部デバイス）が成立時、“アドレス”：http://www.g-ita.co.jp/nd  
のWebページに、移動するように設定します。 

ビューの、「Webページ切替」スイッチで切替ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．アドレスを入力します。 

１．条件を入力します。 

設定された内容が表示さ

れます。 

“IPアドレス“を取得している、カメラ・パソコンへの切替も可能です。 



              拡張接続編 

    接続方法接続方法接続方法接続方法    
 

１１１１．．．．シーケンサシーケンサシーケンサシーケンサ：：：：パソコンパソコンパソコンパソコン、、、、１１１１：：：：１１１１のののの接続接続接続接続    
（（（（シーケンサシーケンサシーケンサシーケンサととととパソコンパソコンパソコンパソコン間間間間：：：：シリアルシリアルシリアルシリアル接続接続接続接続、Ｅｔｈｅｒ、Ｅｔｈｅｒ、Ｅｔｈｅｒ、Ｅｔｈｅｒ接続接続接続接続＊「Bravoで作画する」参照 

 
＜シリアル接続＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
＜Ｅｔｈｅｒ接続＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
２２２２．．．．シーケンサシーケンサシーケンサシーケンサ：：：：パソコンパソコンパソコンパソコン、、、、１１１１：ｎ：ｎ：ｎ：ｎのののの接続接続接続接続    

（（（（シーケンサシーケンサシーケンサシーケンサととととパソコンパソコンパソコンパソコン間間間間：：：：シリアルシリアルシリアルシリアル接続接続接続接続、Ｅｔｈｅｒ、Ｅｔｈｅｒ、Ｅｔｈｅｒ、Ｅｔｈｅｒ接続接続接続接続）））） ＊本編参照 
      

 
＜Ｅｔｈｅｒｎｅｔ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜Ｉｎｔｅｒｎｅｔ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 



イベントイベントイベントイベント、、、、データロギングデータロギングデータロギングデータロギングののののデータデータデータデータ取取取取得方法得方法得方法得方法                    例：イベントデータ（データロギングデータも同様）    

１．Bravo稼動中パソコンが１台の場合（シーケンサ：パソコン、１：１） 

        

  ２．Bravo稼動中パソコンが、Internet（WAN）経由、または Ethernet（LAN）経由で、複数通信して
いる場合（シーケンサ：パソコン、１：ｎ） 

ａ．ａ．ａ．ａ．BravoBravoBravoBravo稼動中稼動中稼動中稼動中パソコンパソコンパソコンパソコンがががが、、、、データデータデータデータのののの共有化共有化共有化共有化をををを図図図図るるるる方法方法方法方法    [[[[推奨推奨推奨推奨]]]]    

“Aパソコン“の「デバイスサーバ」とシーケンサが通信している場合、”Aパソコン“のホームディレクトリにある、

イベントの”設定ファイル（条件）A”と“データ A”は、「イベントサーバ」を実行することにより、Internet経由

（または Ethernet経由）で、“Bパソコン”の“イベントビュー”に取り込み、モニタリングすることができます。 

この方法は、恒にパソコンの“データＡ”をみることとなり、“Ａパソコン”と“Ｂパソコン”のデータ内容は     

一致します。従って、データの共有化がはかれます。さらに、Ｂパソコンが常時稼動していない場合でも、     

“Ｂパソコン”立上時に“Ａパソコン”の“データＡ”を読み取るため、非稼動時のデータをすいあげることが可能

です。“Bパソコン”の「イベントビュー」では、“リモートモードの設定”で、シーケンサと通信している 

“Aパソコン”の“ＩＰアドレス”と“設定ファイル”の指定をします。               

         



    

    

ｂｂｂｂ．．．．BravoBravoBravoBravo稼動中稼動中稼動中稼動中パソコンパソコンパソコンパソコンがががが、、、、各各各各々々々々データデータデータデータをををを取得取得取得取得すすすするるるる方法方法方法方法    

“Aパソコン“の「デバイスサーバ」とシーケンサが通信している場合、”Ｂパソコン“の「イベントビュー」が Internet

経由（または Ethernet経由）で、”Ａパソコン“の「デバイスサーバ」と通信し、”Ｂパソコン“のホームディレクトリ

にデータを蓄積します。 

この方法は、常時デバイスを監視する必要があります。従ってデータ取得のタイミングがずれることがあり、”デー

タＡ“と”データＢ“の内容は必ずしも一致しません。   

                                                      

        

                                                                                



 

 イベントビュー／データロガービューのリモートモード接続方法 

イベントビューイベントビューイベントビューイベントビュー、、、、リモートモードリモートモードリモートモードリモートモード接続方法接続方法接続方法接続方法。（。（。（。（データロガービューデータロガービューデータロガービューデータロガービューもももも同様同様同様同様のののの手順手順手順手順ですですですです。）。）。）。）    
＊＊＊＊設定前設定前設定前設定前にににに、、、、接続先接続先接続先接続先 BravoBravoBravoBravoのののの““““イベントサーバイベントサーバイベントサーバイベントサーバ””””（（（（データロギングサーバデータロギングサーバデータロギングサーバデータロギングサーバ））））のののの実行実行実行実行をををを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください＊＊＊＊    

１．「イベントビュー」のアプリケーションを立ち上げます。    

2．「イベントビュー」の  をクリックし、 をクリックすると、 

  リモートモードへ切替ります。キャプションテキストが、  に変わります。 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．リモートモードの接続先の指定・設定ファイルの選択をします。 

再度、  をクリックし  をクリックすると、“接続先の設定” 

ダイアログボックスが開きます。ここで、接続先のアドレス（IPアドレス）を入力します。 

 をクリックし決定すると、次に、“リモート接続の設定” ダイアログボックスが 

開きます。ここでは、接続先のホームディレクトリにある、イベント設定ファイルが表示されて

います。読み込む設定ファイルを選択し、更新間隔も秒単位で入力すると、  を 

クリックし、決定します。 

    
    

ここをクリックします。 

ここをクリックします。 



 
“接続先の設定”ダイアログボックス 

 
 
 
 
 
 
 
＊入力後  をクリックし、下図のダイアログボクッスが表示された場合は、接続先 Bravoの 

「イベントサーバ」の実行、または接続先 IPアドレスの確認をしてください。 

 
 
 
 
 
 
“リモート接続の設定” ダイアログボックス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．イベントビューを“実行”します。 
    

５．リモートモードを解除する場合は、再度、  をクリックし  を 

クリックします。    
    
    
    
    
    
    

接続先のアドレス（IPアドレス）

を入力します。一度入力されている

アドレスは、  をクリックすると

表示されます。 

“接続先のアドレス”で入力した

アドレスが表示されています。 

また、ここでも       を

クリックすると、アドレスの入

力・変更ができます。 

接続先のホームディレクトリにあ

る、“設定ファイル”が表示されま

す。 

ここをクリックします。 



    ビュー 拡張オブジェクトの作成 

拡張拡張拡張拡張オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトとはとはとはとは、、、、““““イベントビューイベントビューイベントビューイベントビュー””””、、、、““““データロギングビューデータロギングビューデータロギングビューデータロギングビュー””””、、、、““““WebWebWebWebビュービュービュービュー””””をををを    
ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナーにににに取取取取りりりり込込込込みみみみ、、、、ビュービュービュービュー画面画面画面画面でででで表示表示表示表示するするするする機能機能機能機能ですですですです。。。。    
    
    
    

        
拡張オブジェクトの作成をする場合．以下の手順で行ってください。    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

    
手順手順手順手順１１１１．．．．新規新規新規新規ページページページページのののの作成作成作成作成。（。（。（。（ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナーをををを使用使用使用使用しますしますしますします））））    
手順手順手順手順２２２２．．．．拡張拡張拡張拡張オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトのののの作成作成作成作成。（。（。（。（ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナーをををを使用使用使用使用してしてしてして１１１１ページページページページ作成作成作成作成しますしますしますします））））    

ａ．ａ．ａ．ａ．イベントビューイベントビューイベントビューイベントビューをををを貼貼貼貼りりりり付付付付けますけますけますけます    
            ｂ．ｂ．ｂ．ｂ．データロギングビューデータロギングビューデータロギングビューデータロギングビュー：：：：トレンドグラフトレンドグラフトレンドグラフトレンドグラフをををを貼貼貼貼りりりり付付付付けますけますけますけます    
                                                            ：：：：データシートデータシートデータシートデータシートをををを貼貼貼貼りりりり付付付付けますけますけますけます    
            ｃ．Ｗｅｂｃ．Ｗｅｂｃ．Ｗｅｂｃ．Ｗｅｂビュービュービュービューをををを貼貼貼貼りりりり付付付付けますけますけますけます    

手順手順手順手順３３３３．．．．拡張拡張拡張拡張オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトのののの表示表示表示表示。（。（。（。（手順手順手順手順２２２２をすることによりをすることによりをすることによりをすることによりビュービュービュービュー画面画面画面画面ににににイベントイベントイベントイベント    
ビュービュービュービュー・・・・データロギングビューデータロギングビューデータロギングビューデータロギングビュー・・・・WebWebWebWebビュービュービュービューがががが表示表示表示表示されますされますされますされます））））    

＊「＊「＊「＊「BravoBravoBravoBravoでででで作画作画作画作画するするするする」」」」のののの““““モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング画面画面画面画面をををを作成作成作成作成するするするする方方方方法法法法””””でででで作成作成作成作成したしたしたしたファイルファイルファイルファイルをををを元元元元にににに    
拡張拡張拡張拡張オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト””””をををを作成作成作成作成しますしますしますします。。。。        

    



１１１１．．．．新規新規新規新規ページページページページのののの作成作成作成作成。（。（。（。（ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナー））））    
    ビューデザイナーを起動し、作成したファイルを開きます。 
ビューデザイナーでは、複数のページを作成することができ、 

ページ切替（スイッチ操作、キー操作の設定）により、表示できます。 
      新規ページの作成をするには、  をクリックし、「新規ページ」をクリックします。 

   ここでは、すでに、 「Bravoで作画する」の“モニタリング画面を作成する方法”で、１ページ目に 

“モニタリング画面”を作成していますので、２ページに“拡張オブジェクトを貼り付けた画面”を作成 

します。 

    
    
    
    
    
    
    
    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    

ここをクリックすると「新規ページ（２ページ）」が作成されます。 



２２２２．．．．拡張拡張拡張拡張オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトのののの作成作成作成作成。（。（。（。（ビューデザイナービューデザイナービューデザイナービューデザイナー））））    
１．「拡張オブジェクト」、モジュールの選択。 

をクリックし、「拡張オブジェクト」で、作成するモジュールを選択し、 
画面にモジュールの表示位置・表示サイズを作成します。 

ここでは、“１．イベントビュー”、データロギングビューの“２．トレンドグラフ” 
“３．データシート”“４．Webビュー”の４個のモジュールを、それぞれ、次の手順で 
作成します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

作成するモジュールを選択、クリックします。 

（一画面内に、同時に複数のモジュールを表示させる

ことが出来ます。ただし、“データロギングビュー”

は、一画面内で同じページ番号の“データシート”、

または“トレンドグラフ”は表示できません。） 

次に、画面上で下図のように、カーソルを移動し、そ

れぞれ表示位置・表示サイズを設定し、表示枠を決め

ます。

１．イベントビュー ４．Webビュー

２．トレンドグラフ ３．データシート



２．「プロパティ」の設定。 
  表示枠を作成したら、それぞれの「プロパティ」の設定をします。 

設定するモジュールを“選択モード”で選択すると、画面左下に、そのモジュールの 
「プロパティ」が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
. 

    

・・・・１１１１、、、、イベントビューイベントビューイベントビューイベントビュー：：：： 

a ：作成するモジュールの選択／変更をします。 
 ここでは、表示枠の作成時に、それぞれ選択されているので、設定の必要はありません。 
    

 

 
b. ：では、作成するモジュールの“表示オプション”または“設定ファイル”

の選択をします。 
の  をクリックすると、「モジュールのオプション」ダイアログボックス

が開きます。  をクリックし、「オプションの設定」ダイアログボックスを開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 をクリックし、選択します。 

選択したモジュールの「プロパティ」

１．イベントビュー

ここをクリックします。 

オプションの設定後、表示されます。



“表示オプション”、「メニューを表示する」に マークを入れると、ウインドウにメニューバーが 
表示されます。メニューを表示させると、設定ファイルを、「ビューの画面上」で、開くことができ

ます。または、“標準モード”の設定ファイル名に入力します。 
ここでは、「Bravoで作画する」で、作成したイベント設定ファイル“demo_EV1” 

を開きます。“標準モード”で設定ファイルを選択する場合は、  から、 
“demo_EV1”ファイルを選択します。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここに  を入れます。「ビュー」のイベント画面に“メニュー”が表示されます。 

“ファイル”をクリックし、設定ファイルを開きます。 

ここをクリックします。 

リモートモードの設定は、 

「拡張接続編」を参照ください。



最後に、  をクリックすると、「モジュールのオプション」ダイアログボックス 
に戻ります。指定したオプションの文字列が入力されています。ここで、 を 
クリックし、決定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c． では、モジュールの起動／停止方法の選択をします。 

ここでは、“ビュー実行時に起動、中断時に終了”を選択します。 
 

 
 

2222、、、、トレンドグラフトレンドグラフトレンドグラフトレンドグラフ／／／／3333、、、、データシートデータシートデータシートデータシート：：：：    

ａ． ｃ．  の設定手順は、“イベントビュー”同様です。 

ｂ． も、“表示オプション”または、“設定ファイル（“demo_DL”を 
読み込みます。）”の設定手順は、イベントビュー”同様ですが、表示オプションは、 

タイトルバーのみですので、“設定ファイル”の読み込みは、ここで行います。 
  “データロギングビュー”では、“表示ページ”で、トレンドグラフと 
 データシートのどちらかを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

    

 をクリックし、選択します。

をクリックし、選択します。

設定ファイルに、複数のトレン

ドグラフまたはデータシート

が作成されている場合、その中

のトレンドグラフ,   またはデ
ータシートの任意の１ページ

が表示できます。表示させるペ

ージ番号を入力します。ページ

番号は、グラフ,   またはシー
トが作成された順に自動的に

１から割付られています。 

ここに を入れます。「ビューの

画面上」のトレンドグラフ、また

はデータシートにタイトルバーが

表示され、「ビューの画面上」でウ

インドウの移動が出来ます。 



    

    

2222、、、、ＷｅｂＷｅｂＷｅｂＷｅｂビュービュービュービュー：：：： 
ａ． ｂ． ｃ．  の設定手順は、 

“イベントビュー”同様です。設定ファイルは、「Bravoで作画する バージョン２」の 

「Ｗｅｂビュー」で作成した、“demo_Web”を読み込みます。 

“demo_Web”では、#0.b==1（Bravo内部デバイス）が成立時、http://www.g-ita.co.jp/ndの 

Webページに、移動するように設定されています。（「Webページ」参照） 

ビューに、「Webページ切替」スイッチを作成し、スイッチ操作によりWebページの切替が 

出来るように、スイッチの対象デバイスを、#0.b==1（Bravo内部デバイス）に設定します。 

＊スイッチの作成：「Bravoで作画する」：“モニタリング画面を作成する方法１”を参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
３．作成した「ビューデザイナー」のデータを保存します。 
＊データの保存：「Bravoで作画する」：“モニタリング画面を作成する方法１”を参照してください。 

    
    



３３３３．．．．拡張拡張拡張拡張オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトのののの表示表示表示表示。（。（。（。（ビュービュービュービュー））））    
 ビューを起動し、作成したファイルを開き、“実行”します。 
ビュー起動時は、「ページ１」が表示されていますので、“ページ切替”で、 
「ページ２」に切替ます。 

＊ビューの起動：「Bravoで作画する」：“モニタリング画面を作成する方法２”を参照してください。 
 

 
 

 
 
 
 「拡張オブジェクト」画面を表示します。 
 

作成されているページが表示されます。 

切替えるページをクリックします。 

４．Webビュー 

２．トレンドグラフ ３．データシート 

1．イベントビュー 



 
＜ページ切替をスイッチ操作でする場合＞ 
 １．「ビューデザイナー」のプロパティ“アクティブなページ切替”で、デバイスまたはタグ 

の指定をします。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．描画モードで、スイッチを作画します。＊「B ravoで作画する」“モニタリング画面の作成１”参照 

  

デバイス、またはタグの値によっ

て、ビューを制御します。ページ

切替をするデバイス、またはタグ

の値を指定します。 



 
３．作画したスイッチのプロパティの設定をします。 

「デバイス出力」の設定で、デバイスまたはタグ値を入力しますが、入力する値は、 
“アクティブなページ切替”で指定したデバイスまたはタグ値です。 
切替先のページ指定は、“ON時の書き込み”に、ページ No.を入力します。 
＊「Bravoで作画する」“モニタリング画面の作成１”参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“アクティブなページ切替”で指

定したデバイス値を入力します。

切替先のページ No.を入力し
ます。 



 ＜ページ切替をキー操作でする場合＞ 
１．「ビューデザイナー」のプロパティ“キーによるページ切替”で、 

キー操作の選択をします。 
   

 
           

 

キーの押下による表示ページの切り替えを行い

ます。 

 

 

 

の中から選択し、操作するキーを指定します。 

Fキーの場合は 1～12ページ、10キーの場合は

1～10 ページの間で(1=1 ページ 0=10 ページ)

ページの切り替えが可能です。 



Bravo！Excelアドイン デバイス/タグ値の取得方法 

BravoBravoBravoBravo！！！！ExcelExcelExcelExcelアドインアドインアドインアドイン（（（（CTA_XLACTA_XLACTA_XLACTA_XLA））））はははは、、、、BravoBravoBravoBravoがががが稼動稼動稼動稼動するするするするパソコンパソコンパソコンパソコン上上上上からからからから、、、、    
使用使用使用使用されているされているされているされているタグタグタグタグ値値値値のののの取得取得取得取得をををを行行行行うためのうためのうためのうための ExcelExcelExcelExcelアドインアドインアドインアドインですですですです。。。。    
＊タグ設定は、「Bravoで作画する」：“デバイスの設定方法（タグ設定）”を参照してください。    

    
＜＜＜＜動作環境動作環境動作環境動作環境＞＞＞＞    
WinWinWinWindows(Windows98SEdows(Windows98SEdows(Windows98SEdows(Windows98SE以降以降以降以降、、、、NT SP4NT SP4NT SP4NT SP4以降以降以降以降、、、、2000200020002000、、、、XP)XP)XP)XP)    
Internet Explorer5.0Internet Explorer5.0Internet Explorer5.0Internet Explorer5.0以上以上以上以上インストールインストールインストールインストール済済済済みみみみ    
Excel2000+SP3Excel2000+SP3Excel2000+SP3Excel2000+SP3以降以降以降以降またはまたはまたはまたは Excel2002(OfficeXP)Excel2002(OfficeXP)Excel2002(OfficeXP)Excel2002(OfficeXP)    
    
    
＜＜＜＜インストールインストールインストールインストール／／／／アンインストールアンインストールアンインストールアンインストール＞＞＞＞        
    「「「「インストールインストールインストールインストール」」」」    

    
１１１１．．．．ExcelExcelExcelExcelををををインストールインストールインストールインストールしししし、、、、アドインアドインアドインアドインをををを組組組組みみみみ込込込込めるめるめるめる環境環境環境環境（Windowsの system32フォルダの
中に Bravo の各種”DLL（CTA_DAC.dll ・CTA_DAS.dll・ CTA_DEV.dll・ CTA_DLR.dll）”
が存在している事）をををを整整整整えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。    

    
２２２２．．．．ExcelExcelExcelExcelをををを起動起動起動起動しししし、、、、 のののの でででで「「「「アドインアドインアドインアドイン」」」」ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスをををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
                    

        
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここをクリックすると「アドイン」のボックスが開きます。 



    
３３３３．．．．     ををををクリッククリッククリッククリックしししし、、、、BravoBravoBravoBravoののののインストールインストールインストールインストール先先先先フォルダフォルダフォルダフォルダからからからから、、、、    
““““CTA_XLA.xlaCTA_XLA.xlaCTA_XLA.xlaCTA_XLA.xla””””ファイルファイルファイルファイルをををを選択選択選択選択しますしますしますします。。。。    
「「「「アドインアドインアドインアドイン」」」」ののののリストリストリストリストにににに、、、、““““Bravo!ExcelBravo!ExcelBravo!ExcelBravo!Excelアドインアドインアドインアドイン””””がががが追加追加追加追加されますされますされますされます。。。。    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

    
    
    

4444．．．．        ををををクリッククリッククリッククリックしししし、、、、アドインアドインアドインアドインをををを組組組組みみみみ込込込込みますみますみますみます。。。。    
    
５５５５．．．．インストールインストールインストールインストールがががが完了完了完了完了しししし、、、、アドインアドインアドインアドインののののコントロールコントロールコントロールコントロールバーバーバーバーがががが表示表示表示表示されますされますされますされます。。。。    

    
    
    
    
    
    
    
    

 “CTA_XLA.xla”をシステムドライブ“Documents and Settings¥ユーザ名￥ Application 

Data¥Microsoft¥AddIns”に置くと「参照」ボタンをクリックしなくても、リストに表示されます。 

＊Windows 2000、 XP対応＊ 

をいれます。

““““次次次次ののののエラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージがががが表示表示表示表示されるされるされるされる場合場合場合場合””””    
１）．「（「（「（「（Sys:53Sys:53Sys:53Sys:53））））    ファイルファイルファイルファイルがががが見見見見つかりませんつかりませんつかりませんつかりません：：：：CTA_DEVCTA_DEVCTA_DEVCTA_DEV」」」」    
“CTA_DEV.DLL”ファイルが見つからなかったと考えられます。 
２）．「（「（「（「（Dll:126Dll:126Dll:126Dll:126））））指定指定指定指定されたされたされたされたモジュールモジュールモジュールモジュールがががが見見見見つかりませんつかりませんつかりませんつかりません。。。。    
“CTA_DEV.DLL”の参照するモジュールが見つからなかったと考えられます。 
１）・２）共、Bravoが正常にインストールされていない可能性があります。 

Bravo の各種”DLL”が、Windows の system32 フォルダの中に存在することを確認し
てください。 



    
「「「「アンインストールアンインストールアンインストールアンインストール」」」」    

    
１１１１．．．．    ExcelExcelExcelExcelをををを起動起動起動起動しししし、、、、     のののの        でででで「「「「アドインアドインアドインアドイン」」」」ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスをををを    

表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
                    

        
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２２２２．「．「．「．「アドインアドインアドインアドイン」」」」リストリストリストリストにににに表示表示表示表示されているされているされているされている““““Bravo!ExcelBravo!ExcelBravo!ExcelBravo!Excelアドインアドインアドインアドイン””””のののの、、、、    

をはずしてくださいをはずしてくださいをはずしてくださいをはずしてください。。。。    
    ををををクリッククリッククリッククリックしししし、「、「、「、「アドインアドインアドインアドイン」」」」ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスをををを閉閉閉閉じてくださいじてくださいじてくださいじてください。。。。    

これでこれでこれでこれで、、、、アドインアドインアドインアドインのののの使用使用使用使用がががが解除解除解除解除されましたされましたされましたされました。。。。    
    

    
    

ここをクリックすると「アドイン」のボックスが開きます。 

１． をはずします。

２．クリックします。



    
３３３３．．．．インストールインストールインストールインストールしたしたしたした““““CTA_XLA.xlaCTA_XLA.xlaCTA_XLA.xlaCTA_XLA.xla””””ファイルファイルファイルファイルおよびおよびおよびおよび、、、、““““CTACTACTACTA_XLA.ini_XLA.ini_XLA.ini_XLA.ini””””ファイルファイルファイルファイル    

をををを削除削除削除削除しますしますしますします。。。。“CTA_XLA.log”というログファイルが残っている場合は、削除して下さい。 
    

    
４４４４．．．．     のののの        でででで「「「「アドインアドインアドインアドイン」」」」ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスをををを表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
                    

        
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５５５５．「．「．「．「アドインアドインアドインアドイン」」」」リストリストリストリストにににに表示表示表示表示されているされているされているされている““““Bravo!ExcelBravo!ExcelBravo!ExcelBravo!Excelアドインアドインアドインアドイン””””のののの        ををををチェックチェックチェックチェック    
してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。するとするとするとすると、、、、アドインアドインアドインアドインはははは削除済削除済削除済削除済みなのでみなのでみなのでみなので、「、「、「、「リストリストリストリストからからからから削除削除削除削除してしてしてして    
よいかよいかよいかよいか」」」」というというというという旨旨旨旨ののののメッセージボックスメッセージボックスメッセージボックスメッセージボックスがががが表示表示表示表示されますされますされますされます。「。「。「。「はいはいはいはい」」」」ををををクリッククリッククリッククリックしししし、、、、    
ExcelExcelExcelExcelののののアドインアドインアドインアドイン登録情登録情登録情登録情報報報報からからからから““““Bravo!ExcelBravo!ExcelBravo!ExcelBravo!Excelアドインアドインアドインアドイン””””をををを削除削除削除削除しますしますしますします。。。。    

        アンインストールアンインストールアンインストールアンインストールのののの完了完了完了完了ですですですです。。。。    
    
    
    

ここをクリックすると「アドイン」のボックスが開きます。 

１． をいれます。 
２．              

 

 

               

  が表示されます。 

３． をクリックします。

４．アンインストールの完了です。 



    
「「「「Bravo!ExcelBravo!ExcelBravo!ExcelBravo!Excelアドインアドインアドインアドイン」」」」でででで、、、、BravoBravoBravoBravo内内内内のののの、、、、次次次次ののののタグタグタグタグのののの値値値値をををを取得取得取得取得するするするする場合場合場合場合。。。。    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 

＜使用するタグを、下記のように、設定したものとして進めます。＞ 

・“A1”セルに、槽１レベル：D100（Bravoが割付けたタグ No.） 
・“A2”セルに、槽２レベル：D101（Bravoが割付けたタグ No.） 
・データは、10秒毎に更新します。    

    
    
１１１１．．．．BravoBravoBravoBravoののののデバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバがががが動作動作動作動作ししししていることをていることをていることをていることを確認確認確認確認しますしますしますします。。。。    

動作動作動作動作していないしていないしていないしていない場合場合場合場合はははは、、、、デバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバデバイスサーバをををを起動起動起動起動しししし、、、、サービスサービスサービスサービス（（（（実行中実行中実行中実行中））））    
をををを開始開始開始開始してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
＊デバイスサーバの起動手順は、「Bravoで作画する」：“PLCとの通信方法（デバイスサーバ）”を 
参照してください。    

                    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
            



２２２２．．．．ExcelExcelExcelExcel をををを起動起動起動起動しししし、、、、指定指定指定指定セルセルセルセルにににに、、、、関数関数関数関数ととととタグタグタグタグ名名名名をををを入力入力入力入力しましましましますすすす。。。。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             
 

 

 
a．セルに、直接入力する場合。 

“A1”セルをダブルクリックし（セル入力状態）、次のように入力します。 
         =Dev=Dev=Dev=DevCCCCalc(alc(alc(alc(““““D100D100D100D100””””))))    “A2”セルも、同様でタグ名を”D101”にします。 

 
 
 
       入力が出来たら、リターンキーを押し、入力内容を確定します。 
 
    

 b．セルに、  を使って入力する場合。 

       “A1”セルを選択し、  をクリックします。タグ名を入力します。 

 
 
 
 
 
 
 

 

関数 

このとき、「Bravo」のツールバーが表示されていない場合は、

 のツールバーより、  を選択し、

表示させます。                       

デバイス（タグ名） 

ここに、タグ名を入力します。 

 をクリックすると、 
“A1”セルに「=DevCalc(“D100”)」
と入力されます。 

「Bravo」ツールバー 



＊ 他に、指定された式を元に、複数のセルへ一括設定することもできます。 
例えば下図のように“B1~B8”セルに、一括設定を設定する場合。 
仮に、取得するタグ名を、B1：D110～B8：D118とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
  “B1”セルを選択します。 

  をクリックし、「一括設定」のダイアログボックスの、 

“選択したセルから順に反映”、で設定します。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

１．“式”に B1のタグ“D110”を入力

します。 

２．“ステップ”に“１”を入力します。

  

３．  をクリックします。 
  B1セルからB8セルまで設定する

ので、“方向”は、“行方向”の

  をクリックし、“個数”は、“8”

を入力します。 

４．最後に、  をクリック

すると、“B1”セルから“B8”セ

ルまで、「=DevCalc(“D110”)」～

  「=DevCalc(“D118”)」が設定され

ます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３３３．．．．BravoBravoBravoBravoとととと通信通信通信通信をををを行行行行いいいい、、、、現在現在現在現在ののののデータデータデータデータををををセルセルセルセルにににに表示表示表示表示しますしますしますします。。。。    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
データデータデータデータのののの更新方法更新方法更新方法更新方法    
１．定期（自動）更新処理をする場合。ここでは、10秒毎に更新します。 

      をクリックし、「オプション」ダイアログボックスで更新間隔（秒単位） 

の設定をします。 
 
 
 

 
 

更新間隔を、秒単位で入力し、 

 をクリックします。 

“B４”セルの式は、 

「=DevCalc(“D11３”)」と設定されて

います。 



 

をクリックすると、10秒毎にデータが更新されます。 

＊更新間隔を小さく設定すると、更新回数が多くなる為、応答が悪くなる可能性があるので、 

注意してください。推奨間隔は、10秒です 

 
 

 
 
 
 
 
 
２．今すぐ更新する場合。 

をクリックすると、現在、開いているブック中で、 

“=Dev=Dev=Dev=DevCCCCalcalcalcalc””””関数により、デバイス値の取得を行っているセルを検索し、 
直ちに更新します。 

 


	Webビューの作成方法
	拡張接続編
	ﾘﾓｰﾄﾓｰﾄﾞ接続方法
	ﾋﾞｭｰ拡張ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの作成
	EXCELｱﾄﾞｲﾝ

